総合評価落札方式（簡易型）案件概要

１　工事概要

	発注担当課
	道路維持課

	工事名
	高松橋改修工事（4工区但し支承交換工）

	工期
	～令和7年３月２8日まで

	施工場所
	宮崎市大塚町外

	工事概要
	高松橋　橋長 Ｌ＝444.0ｍ、幅員 Ｗ＝14.8ｍ

A１、A２橋台　支承交換工 Ｎ＝6基　、 支承設置工　N＝４基

	総合評価落札方式となる理由
	高松橋は、本市中心部と一級河川大淀川を挟んだ西側の地域を結ぶ重要な橋梁である。

本工事は、一般車両の安全かつ確実な通行を確保しながらの施工が必要であり、ＰＣ連続箱桁橋梁である高松橋の支承交換と支承設置工事であるため、鋼鉄製に比べ局部応力ひずみ等が発生しやすいＰＣ箱桁の特性を十分に理解し、高い技術力が要求される。また、一級河川大淀川の河川区域内での工事となるため、工期や作業スペース及び資材搬入においても様々な制限があり、同種工事の施工実績が求められるが、市内企業においては同種の施工実績を有している業者が少ない（２者）ことから、県外企業も対象に、総合評価落札方式（簡易型）による条件付一般競争入札を行う。


２　技術的所見を求める評価項目

	項目
	内容

	工程管理
	○渇水期内という限られた工期での施工

○一般車両の交通規制における工程管理

	品質管理
	○ＰＣ連続箱桁橋の既設支承の交換及び新規支承の設置

○上部桁へのアウトリガー（張出し桁）施工

	安全管理
	○事故防止対策

	施工上の課題
	○市民への影響を最小限とする一般車両の交通規制の期間設定

高松橋は交通量が多く、全面通行止めによる市民への影響は大きいことから、適切な措置により、交通規制を最小限とすることが求められる。

○一般車両を通行させながらの施工管理に係る技術的所見

高松橋は、橋齢４０年を経過したＰＣ連続箱桁橋梁であるため、覆工板による仮設道路に関する事故防止対策のほか、一般車両の安全かつ確実な通行を確保した状態での適切な施工及び品質管理が求められる。


